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津
田
利
治
先
生
は
享
年
九
四
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
こ
の
ご
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
く
も
多
数
の
論
文
を
お
さ
め
た
こ
の
追
悼
号

が
編
め
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
先
生
が
「
現
役
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
直
近
の
ご
出
版
は
、
三
年
前
の
『
横
槍

民
法
総
論
（
法
人
ノ
部
）
』
（
法
学
研
究
会
叢
書
）
で
あ
る
。

　
こ
の
大
先
輩
が
齢
九
〇
を
超
え
て
も
「
現
役
」
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
は
、
法
律
学
科
の
み
な
ら
ず
、
法
学
部
の
全
関
係
者
に
測
り
知

れ
な
い
知
的
刺
激
を
与
え
て
き
た
。
い
ま
そ
の
津
田
先
生
を
失
い
、

そ
の
存
在
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る
思
い
が
す
る
。

　
法
学
研
究
編
集
委
員
会
で
は
、
こ
の
追
悼
号
の
あ
と
、
法
学
研
究

会
叢
書
の
ひ
と
つ
と
し
て
津
田
先
生
の
遺
作
集
を
出
版
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
こ
れ
に
は
、
会
社
法
の
基
礎
で
あ
る
法
人
法
に
つ
い
て
論

じ
た
『
会
社
法
以
前
』
（
今
日
き
わ
め
て
入
手
困
難
な
私
家
版
、
昭

和
四
五
年
）
を
中
心
と
し
て
、
先
生
が
本
誌
上
な
ど
で
発
表
さ
れ
た

会
社
法
、
手
形
法
、
法
解
釈
方
法
論
に
関
す
る
諸
論
考
が
収
録
さ
れ

る
。
な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
、
昭
和
二
三
年
に
慶
鷹
義
塾
大
学
通

信
教
育
教
材
と
し
て
書
か
れ
た
「
法
の
解
釈
と
運
用
－
新
憲
法
施

行
一
周
年
に
よ
せ
て
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
誌
七
二
巻
六
号
に
掲

載
し
た
「
津
田
利
治
先
生
主
要
著
作
目
録
」
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い

幻
の
論
考
で
あ
る
。

　
津
田
先
生
は
、
ご
自
分
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
（
津
田
祥
子
『
つ
む

じ
ま
が
り
の
一
世
紀
－
義
父
　
津
田
利
治
か
ら
聞
い
た
こ
と
』
私

家
版
、
平
成
二
年
、
五
七
頁
）
、
日
本
で
は
数
少
な
い
利
益
法
学

の
立
場
を
と
る
学
者
で
あ
っ
た
。
「
法
の
解
釈
と
運
用
」
は
、
「
法
学

者
と
い
う
者
は
法
律
を
作
る
も
の
で
は
な
く
、
法
律
そ
の
も
の
を
発

見
す
る
も
の
な
の
だ
。
そ
れ
で
な
い
と
、
日
本
の
三
権
分
立
も
怪
し

く
な
る
ね
」
（
同
五
八
頁
）
と
す
る
利
益
法
学
の
立
場
が
、
津
田
先

生
の
脳
裏
で
凝
縮
し
て
ゆ
く
様
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
論
文
集
に
力
作
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の

方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
こ
の
追
悼
号
を
謹
ん
で

先
生
の
ご
霊
前
に
捧
げ
た
い
。
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